
アレルギー共⽣社会 ワークシート 

⾷品のアレルギー表⽰ 
名前                 

 
次の空欄に当てはまる単語を⼊れましょう。 
 
 消費者が安全に⾷品を⾷べられるように、全ての流通過程において⾷品や添加物のアレルギー表⽰が
必要であると ⾷品表⽰法  によって定められている。 
 
1. 表⽰対象となるアレルギー物質 

 特定原材料     ：⾷品中に含まれていたら必ず表⽰しなければならない。 
7 品⽬を下に書き出してみましょう。 

また、なぜこれらの品⽬は必ず表⽰しなければならないのでしょうか。説明してみましょう。 

 
 
特定原材料に準するもの：過去に⼀定頻度で健康被害が認められたので、⾷品中にふくまれていたら

表⽰することが推奨されている。 
あわび、いか、いくら、オレンジ、キウイフルーツ、⽜⾁、くるみ、さけ、さば、⼤⾖、鶏⾁、豚⾁、
まつたけ、もも、やまいも、りんご、ゼラチン、バナナ、ごま、カシューナッツ 
 
2. 表⽰のルール 
以下の 4 つの表⽰の中で、アレルギー表⽰のルールに違反しているものが１つあります。それを選ん
で、なぜ違反しているのかを説明してみましょう。 
(ア) 本品製造⼯場では、そば、やまいも、ごまを含む製品を⽣産しております。 
(イ) 原材料に含まれるアレルギー物質(27 品⽬中) | 卵、乳成分、⼩⻨、⼤⾖ 
(ウ) 本製品には捕獲⽅法により少量のえびが含まれている可能性があります。 
(エ) 原材料名 | ⼩⻨粉、⾷塩、⾷⽤植物油、でんぷん 

 

回答欄 
発症すると重症化しやすく、また発症例も多いから。 

回答欄 
記号：(ウ) 
理由：アレルギー物質が可能性表⽰されているから 

回答欄 
乳、卵、⼩⻨、そば、落花⽣、えび、かに 

または「義務品⽬」 

または「推奨品⽬」 


